
 

 

 

 

２０１１年３月１１日 

東日本大地震・津波・原発事故 

被災地・被災者を覚える礼拝 
 

 

 

 

主催：日本基督教団兵庫教区 

日時：2024年 3月 11日（月）午後 2時〜3時 

場所：オンライン・ライブ映像配信 

https://www.youtube.com/watch?v=a629vRvyF-U 

配信協力：小栗献(神戸聖愛教会)



 奏楽者 村井友子 (神戸聖愛) 

 司式者 桝田翔希 (尼崎) 

 説教者 平松洋一(芦屋岩園／元・青森) 

前 奏 ”主が手をとって起せば“ 奏楽者 

招 き 詩編篇 139篇 11～12節 司式者 

賛 美 十字架のもとに（讃美歌 21-300） 一 同 

祈 り  司式者 

聖 書 詩編 139編 17～18節 司式者 

説 教 「それでもなお」 説教者 

祈 り  説教者 

黙 祷  一 同 

賛 美 聖霊ゆたかに（讃美歌 21-406） 一 同 

終 祷  説教者 

後 奏 “わが主イェスよ、ひたすら” 奏楽者 

報 告 

賛美歌使用については許諾申請中 



 

招  き 

わたしは言う。 

「闇の中でも主はわたしを見ておられる 

夜も光がわたしを照らし出す。」 

闇もあなたに比べれば闇とは言えない。 

夜も昼も共に光を放ち 

闇も、光も、変わるところがない。 

（詩編 139篇 11～12節） 

 

 

日本聖書協会『聖書 新共同訳』より 

 

 

  



 

 

  



 

 

聖  書 

あなたの御計らいは 

  わたしにとっていかに貴いことか。 

神よ、いかにそれは数多いことか。 

数えようとしても、砂の粒より多く 

その果てを極めたと思っても 

  わたしはなお、あなたの中にいる。 

（詩編 139編 17～18節） 

 

日本聖書協会『聖書 新共同訳』より  



 

 

  



 

 

 

  



 

２０１１年３月１１日の東北地方太平洋沖大地震・大津波、 

東京電力福島第一原子力発電所事故から一年の兵庫教区宣言 

1.  東北の被災地、被災者に直接届く支援に幅広い人たちのつな

がりで力を注いできた兵庫教区及び被災者生活支援・長田セン

ターは、これからもそのつながりを尊重しつつ、支援の働きを

継続する。 

2.  １７年前の兵庫県南部大地震から５年、兵庫教区は「被災教

区の震災５年目の宣教にあたっての告白」で、被災の後の歩み

で「地域の再生なくしては、教会の復興はあり得ない」を宣教

の指針としてきた。２０１１年３月１１日の東北の大地震・大

津波の後の被災地、被災者の支援においても、兵庫教区はその

告白を基本にしてきた。東北の被災地、被災者の支援にあたっ

て「被災教区の震災５年目の宣教にあたっての告白」を指針と

してきた兵庫教区は、これからの支援にあたっても「地域の再

生なくしては、教会の復興はあり得ない」を支援の基本とする。 

3.  ２０１１年３月１１日の東北の大地震、大津波の後を生きる

人たちの生活すべてを、東京電力福島第一原子力発電所の事故

が何よりも難しくしている。兵庫教区は、その事故においても、

被災地、被災者に直接届く支援に力を注いできた。これからも、

放射能で生活のすべてを奪われ、脅かされ続ける人たちに直接

届く支援に力を注ぐ。 

第６６回／「合同」後４３回兵庫教区定期総会採択 

（２０１２年５月２０日～２１日） 


